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【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ａ０１Ｈ   5/00     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   1/30     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/16     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ
   Ａ０１Ｈ   5/00    ＺＮＡＡ
   Ａ２３Ｌ   1/30    　　　Ｂ
   Ｃ１２Ｎ   9/16    　　　　
   Ｃ１２Ｑ   1/68    　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ   5/00    １０３　
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｍ

【手続補正書】
【提出日】平成23年7月7日(2011.7.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機能的ＦＡＴＢタンパク質をコード化する遺伝子の突然変異対立遺伝子であって、ここ
で該突然変異ＦＡＴＢ対立遺伝子が、対応する野生型機能的ＦＡＴＢ遺伝子のＤＮＡ領域
と比較して１つ又は複数の挿入、欠失、又は置換したヌクレオチドからなる突然変異ＤＮ
Ａ領域を含み、そして該突然変異ＦＡＴＢ対立遺伝子が、機能的ＦＡＴＢタンパク質をコ
ード化していない、突然変異対立遺伝子。
【請求項２】
　機能的ＦＡＴＢ遺伝子が以下：
配列番号１、配列番号３、配列番号５、配列番号７、配列番号９、又は配列番号１１と少
なくとも９０%の配列同一性を含む核酸分子；及び
配列番号２、配列番号４、配列番号６、配列番号８、配列番号１０、又は配列番号１２と
少なくとも９０%の配列同一性を含むアミノ酸配列をコード化する核酸分子
からなる群より選択される核酸分子を含む、請求項１記載の突然変異対立遺伝子。
【請求項３】
　ＦＡＴＢ対立遺伝子が、ＦＡＴＢ－Ａ１－ＦＮ１、ＦＡＴＢ－Ａ２－ＦＮ１、ＦＡＴＢ
－Ａ２－ＦＮ２、ＦＡＴＢ－Ａ２－ＦＮ３、ＦＡＴＢ－Ｃ２－ＦＮ１、ＦＡＴＢ－Ａ１－
ＥＭＳ０１、ＦＡＴＢ－Ａ１－ＥＭＳ０２、ＦＡＴＢ－Ａ１－ＥＭＳ０３、ＦＡＴＢ－Ａ
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１－ＥＭＳ０５、ＦＡＴＢ－Ａ１－ＥＭＳ０６、ＦＡＴＢ－Ａ２－ＥＭＳ０１、ＦＡＴＢ
－Ａ２－ＥＭＳ０４、ＦＡＴＢ－Ａ２－ＥＭＳ０５、ＦＡＴＢ－Ａ３－ＥＭＳ０１、ＦＡ
ＴＢ－Ｃ１－ＥＭＳ０５、ＦＡＴＢ－Ｃ２－ＥＭＳ０２、ＦＡＴＢ－Ｃ２－ＥＭＳ０３、
ＦＡＴＢ－Ｃ２－ＥＭＳ０５、ＦＡＴＢ－Ｃ２－ＥＭＳ０６、ＦＡＴＢ－Ａ１－ＥＭＳ０
７、ＦＡＴＢ－Ａ１－ＥＭＳ０９、ＦＡＴＢ－Ａ２－ＥＭＳ０２、ＦＡＴＢ－Ａ２－ＥＭ
Ｓ０３、ＦＡＴＢ－Ｃ１－ＥＭＳ０４、ＦＡＴＢ－Ｃ２－ＥＭＳ０４、及びＦＡＴＢ－Ｃ
３－ＥＭＳ０２からなる群より選択される、請求項１又は２記載の突然変異対立遺伝子。
【請求項４】
　少なくとも１つの請求項１～３のいずれか一項記載の突然変異ＦＡＴＢ対立遺伝子をゲ
ノム中に含むことを特徴とする、アブラナ属植物。
【請求項５】
　種子油中の飽和脂肪酸のレベルが、対応する野生型アブラナ属植物の種子油中の飽和脂
肪酸のレベルと比較して有意に低減している、請求項４記載の植物。
【請求項６】
　植物が、アブラナ属脂肪種子種、好ましくはセイヨウアブラナ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｎ
ａｐｕｓ）、セイヨウカラシナ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｊｕｎｃｅａ）、又はブラッシカ・
ラパ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｒａｐａ）である、請求項４又は５記載の植物。
【請求項７】
　請求項４～６のいずれか一項記載の植物の種子から入手可能な種子油。
【請求項８】
　請求項１～３のいずれか一項記載の突然変異対立遺伝子によりコード化される突然変異
ＦＡＴＢタンパク質。
【請求項９】
　プライマー又はプローブの組を含む、生物学的サンプルにおいて、請求項１～３記載の
突然変異ＦＡＴＢ対立遺伝子を同定するためのキットであって、組が以下：
－　プライマー又はプローブの１つが突然変異ＦＡＴＢ対立遺伝子の突然変異ＤＮＡ領域
の５’隣接ＤＮＡ領域を特異的に認識し、プライマー又はプローブの他方が突然変異ＦＡ
ＴＢ対立遺伝子の突然変異ＤＮＡ領域の３’隣接領域を特異的に認識する、プライマー又
はプローブの組、
－　プライマー又はプローブの１つが突然変異ＦＡＴＢ対立遺伝子の突然変異ＤＮＡ領域
の５’又は３’隣接ＤＮＡ領域を特異的に認識し、プライマー又はプローブの他方が突然
変異ＦＡＴＢ対立遺伝子の突然変異ＤＮＡ領域を特異的に認識する、プライマー又はプロ
ーブの組、
－　プライマー又はプローブの１つが突然変異ＦＡＴＢ対立遺伝子の突然変異ＤＮＡ領域
の５’又は３’隣接ＤＮＡ領域を特異的に認識し、プライマー又はプローブの他方が突然
変異ＦＡＴＢ対立遺伝子の３’又は５’隣接領域と突然変異ＤＮＡ領域の間の連結領域を
それぞれ特異的に認識する、プライマー又はプローブの組、
－　突然変異ＦＡＴＢ対立遺伝子の突然変異ＤＮＡ領域の５’又は３’隣接ＤＮＡ領域と
突然変異ＤＮＡ領域の間の連結領域を特異的に認識する、プローブ
からなる群より選択される、キット。
【請求項１０】
　プライマー又はプローブの組が以下：
－　配列番号３１の配列を含む１つのプライマー及び／又は配列番号３２の配列を含む１
つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号３１の配列を含む１つのプライマー及び／又は配列番号４３の配列を含む１
つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号３３の配列を含む１つのプライマー及び／又は配列番号３４の配列を含む１
つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号４４の配列を含む１つのプライマー及び／又は配列番号４５の配列を含む１
つのプライマーを含むプライマーの組、
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－　配列番号３９の配列を含む１つのプライマー及び／又は配列番号４０の配列を含む１
つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号３９の配列を含む１つのプライマー及び／又は配列番号４８の配列を含む１
つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号５０の配列を含む１つのプライマー及び／又は配列番号５２の配列を含む１
つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号５３の配列を含む１つのプライマー及び／又は配列番号５５の配列を含む１
つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号５８の配列を含む１つのプライマー及び／又は配列番号６０の配列を含む１
つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号５８の配列を含む１つのプライマー及び／又は配列番号５６の配列を含む１
つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号６４の配列を含む１つのプライマー及び／又は配列番号６２の配列を含む１
つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号６８の配列を含む１つのプライマー及び／又は配列番号３８の配列を含む１
つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号６５の配列を含む１つのプライマー及び／又は配列番号６７の配列を含む１
つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号７０の配列を含む１つのプライマー及び／又は配列番号７２の配列を含む１
つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号７３の配列を含む１つのプライマー及び／又は配列番号７５の配列を含む１
つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号７６の配列を含む１つのプライマー及び／又は配列番号７８の配列を含む１
つのプライマーを含むプライマーの組
－　配列番号２５又は２８のヌクレオチド配列を含む特異的プローブ、
－　配列番号１０１の配列を含む１つのプローブ及び／又は配列番号１０２の配列を含む
１つのプローブを含むプローブの組、
－　配列番号８１の配列を含む１つのプローブ及び／又は配列番号８２の配列を含む１つ
のプローブを含むプローブの組、
－　配列番号８３の配列を含む１つのプローブ及び／又は配列番号８４の配列を含む１つ
のプローブを含むプローブの組、
－　配列番号８５の配列を含む１つのプローブ及び／又は配列番号８６の配列を含む１つ
のプローブを含むプローブの組、
－　配列番号８７の配列を含む１つのプローブ及び／又は配列番号８８の配列を含む１つ
のプローブを含むプローブの組、
－　配列番号８９の配列を含む１つのプローブ及び／又は配列番号９０の配列を含む１つ
のプローブを含むプローブの組、
－　配列番号９１の配列を含む１つのプローブ及び／又は配列番号９２の配列を含む１つ
のプローブを含むプローブの組、
－　配列番号９３の配列を含む１つのプローブ及び／又は配列番号９４の配列を含む１つ
のプローブを含むプローブの組、
－　配列番号９５の配列を含む１つのプローブ及び／又は配列番号９６の配列を含む１つ
のプローブを含むプローブの組、
－　配列番号９７の配列を含む１つのプローブ及び／又は配列番号９８の配列を含む１つ
のプローブを含むプローブの組、
－　配列番号９９の配列を含む１つのプローブ及び／又は配列番号１００の配列を含む１
つのプローブを含むプローブの組
からなる群より選択される、請求項９記載のキット。
【請求項１１】
　生物学的サンプル中で、生物学的サンプル中に存在する核酸において突然変異ＤＮＡ領
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域の存在を、請求項９又は１０記載のプライマーの組を含むキットを用いたポリメラーゼ
連鎖反応アッセイによって又は請求項９又は１０記載のプローブの組を含むキットを用い
たハイブリダイゼーションアッセイによって決定することを含む、請求項１～３のいずれ
か一項記載の突然変異ＦＡＴＢ対立遺伝子を同定するための方法。
【請求項１２】
　以下：
－　第１のプライマー又はプローブが、突然変異ＤＮＡ領域及び対応する野生型ＤＮＡ領
域の５’隣接ＤＮＡ領域を特異的に認識し、第２のプライマー又はプローブが、該領域の
３’隣接ＤＮＡ領域を特異的に認識する少なくとも２つのプライマー又はプローブの組、
－　第１のプライマー又はプローブが、突然変異ＤＮＡ領域及び対応する野生型ＤＮＡ領
域の５’又は３’隣接ＤＮＡ領域を特異的に認識し、第２のプライマー又はプローブが、
突然変異ＤＮＡ領域を特異的に認識し、第３のプライマーが、対応する野生型ＤＮＡ領域
を特異的に認識する、少なくとも３つのプライマー又はプローブの組、
－　第１のプライマー又はプローブが、突然変異ＤＮＡ領域及び対応する野生型ＤＮＡ領
域の５’又は３’隣接ＤＮＡ領域を特異的に認識し、第２のプライマー又はプローブが、
突然変異ＤＮＡ領域の３’又は５’隣接ＤＮＡ領域と突然変異ＤＮＡ領域の間の連結領域
を特異的にそれぞれ認識し、第３のプライマー又はプローブが、対応する野生型ＤＮＡ領
域の３’又は５’隣接ＤＮＡ領域と対応する野生型ＤＮＡ領域の間の連結領域を特異的に
それぞれ認識する、少なくとも３つのプライマーの組
－　第１のプローブが、突然変異ＤＮＡ領域の５’又は３’隣接ＤＮＡ領域と突然変異Ｄ
ＮＡ領域の間の連結領域を特異的に認識し、第２のプローブが、対応する野生型ＤＮＡ領
域の５’又は３’隣接ＤＮＡ領域と対応する野生型ＤＮＡ領域の間の連結領域を特異的に
認識する、少なくとも２つのプローブの組
からなる群より選択されるプライマー又はプローブの組を含む、アブラナ属植物、植物材
料、又は種子において請求項１～３のいずれか一項記載の突然変異ＦＡＴＢ対立遺伝子の
接合状態を決定するためのキット。
【請求項１３】
　プライマーの組が以下：
－　配列番号３１の配列を含む１つのプライマー及び／又は配列番号３２の配列を含む１
つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号３１の配列を含む１つのプライマー及び／又は配列番号４３の配列を含む１
つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号３３の配列を含む１つのプライマー及び／又は配列番号３４の配列を含む１
つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号４４の配列を含む１つのプライマー及び／又は配列番号４５の配列を含む１
つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号３９の配列を含む１つのプライマー及び／又は配列番号４０の配列を含む１
つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号３９の配列を含む１つのプライマー及び／又は配列番号４８の配列を含む１
つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号５０の配列を含む１つのプライマー、配列番号５１の配列を含む１つのプラ
イマー、及び／又は配列番号５２の配列を含む１つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号５３の配列を含む１つのプライマー、配列番号５４の配列を含む１つのプラ
イマー、及び／又は配列番号５５の配列を含む１つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号５９の配列を含む１つのプライマー、配列番号６０の配列を含む１つのプラ
イマー、及び／又は配列番号６１の配列を含む１つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号５６の配列を含む１つのプライマー、配列番号５７の配列を含む１つのプラ
イマー、及び／又は配列番号５８の配列を含む１つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号６２の配列を含む１つのプライマー、配列番号６３の配列を含む１つのプラ
イマー、及び／又は配列番号６４の配列を含む１つのプライマーを含むプライマーの組、
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－　配列番号６７の配列を含む１つのプライマー、配列番号６８の配列を含む１つのプラ
イマー、及び／又は配列番号６９の配列を含む１つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号６５の配列を含む１つのプライマー、配列番号６６の配列を含む１つのプラ
イマー、及び／又は配列番号６７の配列を含む１つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号７０の配列を含む１つのプライマー、配列番号７１の配列を含む１つのプラ
イマー、及び／又は配列番号７２の配列を含む１つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号７３の配列を含む１つのプライマー、配列番号７４の配列を含む１つのプラ
イマー、及び／又は配列番号７５の配列を含む１つのプライマーを含むプライマーの組、
－　配列番号７６の配列を含む１つのプライマー、配列番号７７の配列を含む１つのプラ
イマー、及び／又は配列番号７８の配列を含む１つのプライマーを含むプライマーの組
－　特異的プローブが配列番号２５又は２８のヌクレオチド配列を含み、
－　配列番号１０１の配列を含む１つのプローブ及び／又は配列番号１０２の配列を含む
１つのプローブを含むプローブの組、
－　配列番号８１の配列を含む１つのプローブ及び／又は配列番号８２の配列を含む１つ
のプローブを含むプローブの組、
－　配列番号８３の配列を含む１つのプローブ及び／又は配列番号８４の配列を含む１つ
のプローブを含むプローブの組、
－　配列番号８５の配列を含む１つのプローブ及び／又は配列番号８６の配列を含む１つ
のプローブを含むプローブの組、
－　配列番号８７の配列を含む１つのプローブ及び／又は配列番号８８の配列を含む１つ
のプローブを含むプローブの組、
－　配列番号８９の配列を含む１つのプローブ及び／又は配列番号９０の配列を含む１つ
のプローブを含むプローブの組、
－　配列番号９１の配列を含む１つのプローブ及び／又は配列番号９２の配列を含む１つ
のプローブを含むプローブの組、
－　配列番号９３の配列を含む１つのプローブ及び／又は配列番号９４の配列を含む１つ
のプローブを含むプローブの組、
－　配列番号９５の配列を含む１つのプローブ及び／又は配列番号９６の配列を含む１つ
のプローブを含むプローブの組、
－　配列番号９７の配列を含む１つのプローブ及び／又は配列番号９８の配列を含む１つ
のプローブを含むプローブの組、
－　配列番号９９の配列を含む１つのプローブ及び／又は配列番号１００の配列を含む１
つのプローブを含むプローブの組
からなる群より選択される、請求項１２記載のキット。
【請求項１４】
　植物、植物材料、又は種子のゲノムＤＮＡにおいて突然変異ＤＮＡ領域及び／又は対応
する野生型ＤＮＡ領域の存在を、請求項１２又は１３記載のプライマーの組を含むキット
を用いたポリメラーゼ連鎖反応アッセイによって又は請求項１２又は１３記載のプローブ
の組を含むキットを用いたハイブリダイゼーションアッセイによって決定することを含む
、アブラナ属植物、植物材料、又は種子において請求項１～３のいずれか一項記載の突然
変異ＦＡＴＢ対立遺伝子の接合状態を決定するための方法。
【請求項１５】
　以下：
（ａ）請求項１１記載の方法に従って、少なくとも１つの突然変異ＦＡＴＢ対立遺伝子を
含む第１の植物を同定すること、
（ｂ）第１の植物を、該少なくとも１つの突然変異ＦＡＴＢ対立遺伝子を含まない第２の
植物と交配し、該交配からＦ１雑種種子を回収すること、
（ｃ）場合により、請求項１１記載の方法に従って、該少なくとも１つの突然変異ＦＡＴ
Ｂ対立遺伝子を含むＦ１植物を同定すること、
（ｄ）場合により、該少なくとも１つの突然変異ＦＡＴＢ対立遺伝子を含むＦ１植物を、
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少なくとも１世代（ｘ）について該少なくとも１つの突然変異ＦＡＴＢ対立遺伝子を含ま
ない第２の植物と交配して、該交配からＢＣｘ種子を回収すること、
（ｅ）場合により、各世代において、請求項１１記載の方法に従って、該少なくとも１つ
の突然変異ＦＡＴＢ対立遺伝子を含むＢＣｘ植物を同定すること
の工程を含む、請求項１～３のいずれか一項記載の少なくとも１つの突然変異ＦＡＴＢ対
立遺伝子を１つの植物から別の植物に移入するための方法。
【請求項１６】
　以下：
－　２００８年６月２７日にＮＣＩＭＢ　Ｌｉｍｉｔｅｄに受入番号ＮＣＩＭＢ　４１５
６８で寄託されたＦＡＴＢ－Ａ１－ＥＭＳ０５、ＦＡＴＢ－Ａ３－ＥＭＳ０１、ＦＡＴＢ
－Ｃ１ＥＭＳ０４、及びＦＡＴＢ－Ｃ３－ＥＭＳ０２を含むアブラナ属種子、
－　２００８年６月２７日にＮＣＩＭＢ　Ｌｉｍｉｔｅｄに受入番号ＮＣＩＭＢ　４１５
６７で寄託されたＦＡＴＢ－Ａ１－ＥＭＳ０６、ＦＡＴＢ－Ａ２－ＥＭＳ０１、ＦＡＴＢ
－Ｃ１－ＥＭＳ０５、及びＦＡＴＢ－Ｃ２－ＥＭＳ０３を含むアブラナ属種子、及び
－　２００８年６月２７日にＮＣＩＭＢ　Ｌｉｍｉｔｅｄに受入番号ＮＣＩＭＢ　４１５
６６で寄託されたＦＡＴＢ－Ａ２－ＥＭＳ０５、ＦＡＴＢ－Ｃ１－ＥＭＳ０５、及びＦＡ
ＴＢ－Ｃ２－ＥＭＳ０２を含むアブラナ属種子
からなる群より選択される種子から生育したアブラナ属植物の繁殖及び／又は育種により
得られた、そのゲノム中にＦＡＴＢ－Ａ１－ＥＭＳ０５、ＦＡＴＢ－Ａ１－ＥＭＳ０６、
ＦＡＴＢ－Ａ２－ＥＭＳ０１、ＦＡＴＢ－Ａ２－ＥＭＳ０５、ＦＡＴＢ－Ａ３－ＥＭＳ０
１、ＦＡＴＢ－Ｃ１－ＥＭＳ０４、ＦＡＴＢ－Ｃ１－ＥＭＳ０５、ＦＡＴＢ－Ｃ２－ＥＭ
Ｓ０２、ＦＡＴＢ－Ｃ２－ＥＭＳ０３、又はＦＡＴＢ－Ｃ３－ＥＭＳ０２を含む、アブラ
ナ属植物。
【請求項１７】
　請求項４～６の植物から入手可能な種子。
【請求項１８】
　請求項４～６の植物から入手可能な子孫。
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